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英
語
辞
書
の
現
状
と
今
後

宮

畑

範

・
・
…

コ
ー
パ

ス
が
辞
書
編
纂
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
久
し
い
。

今
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
辞
書
が
、
何
ら
か
の
形
で
コ
ー
パ
ス
を
活
用

し
、
そ
れ
を
記
述
に
活
か
す
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

コ
ー
パ

ス
と
い
う
の
は
、

一
般
的
に
は
電
子
的
に
蓄
積
さ
れ
た
言

語
資
料

の
こ
と
で
あ
り
、
特

に
言
語
研
究

の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
対

象
と
な
る
言
語
変
種
を
適
切

に
代
表
す
る
よ
う
に
構
成
が
設
計
さ
れ

た
も
の
を
指
す
。
世
界
初

の

(設
計
さ
れ
た
)

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

コ
ー

ム
　
　

パ
ス
は
、

一
九
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
が
構
築
し
た

ハ　
　

百
万
語

の
ブ
ラ
ウ
ン
コ
ー
パ
K

(B
row
n
C
o
rp
u
s)
で
あ
る
。
こ
の

語
数
を
処

理
す
る
の
に
大
型
計
算
機
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
十
メ
ガ

バ
イ
ト
余
り
の
そ
の
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
磁
気

メ
デ

ィ
ア
の
予
算
に

頭
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
と
り
わ

け

一
九
八
〇
年
代
以
降
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力

の
向
上
と
記

録
メ
デ
ィ
ア
の
大
容
量
化
、
そ
し
て
、

ス
キ

ャ
ナ
の
開
発
が
進
ん
だ

こ
と
で
、

一
気
に
デ
ー
タ
量
が
増
え
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
パ

ソ
コ
ン
と
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

の
普
及
と
も
相
侯

っ
て
、
億
単
位
の
膨

大
な

コ
ー
パ
ス
を
自
宅
や
研
究
室
の
端
末
か
ら
簡
単
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
。

現
在
、
英
語

の
大
規
模

コ
ー
パ
ス
の
代
表
格
は
、
五
億
語
を
超
え

ムヨ
　

る

B
O
E

(B
a
n
k
o
f
E
n
g
li
sh
)

と

一
億

語

か

ら

な

る

⇔
2
0

(bd
葺

♂
ゴ

ム
ぐ
　

N
a
tio
n
a
l
C
o
rp
u
s
)

で

あ

る
。

前

者

は

、

そ

の

う

ち

の

五

千

六

百

万

語

を

対

象

に

≦

σ
【α
げ
§

す

O
嘗

器

と

し

て
、

後

者

は
、

著

作

権

の

問

題

で
地

域

限
定

で
し

か

公

開

で

き

な

い

一
部

テ

キ

ス
ト

群

を

除

い

た

W

o
rld
E
d
itio
n
を

B
N
C

O
n
li
n
e
と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

一
般

向

け

の
検

索

サ

ー

ビ

ス

に

デ

ー

タ

を

供

し

て

い

る
。

日

本

人

の
英

語

学

習

者

が

手

に

す

る
英

語

辞

書

は

、

モ

ノ

リ

ン
ガ
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ル
な
も
の
で
あ
れ
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
も
の
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
こ

の
よ
う
な

コ
ー
パ
ス
に
基
づ
き
、
学
習
者
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
現
状
を
主
に
英
語
学
習

者
向
け
の
英
英
辞
典
と
英
和
辞
典
の
い
く

つ
か
を
通
し
て
概
観
し
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
今
後
の
英
語
辞
書

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
提

案
す
る
。

英
語
学
習
者
向
け
英
英
辞
典

(い
わ
ゆ
る
学
習
英
英
辞
典
)

『
コ
リ

ン
ズ

コ
ウ

ビ

ル

ド
英

語

辞

典

』
(
C
o
llin
s
C
Q
B
U
I
L
D

E
ng
lish

L
a
n
g
u
a
g
e
D
ict
io
n
a
ry
,
1
9
°。
刈
)

は

、

学

習

英

英

辞

典

の
世

界

に
初

め

バら
　

て
本
格
的

に

コ
ー
パ
ス
を
導
入
し
、

「
コ
ー
パ
ス
」
と

い
う
言
葉
自

体
を
世

に
知
ら
し
め
普
及
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
用
例

も
作
例
が
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
実
例
主
義
を
貫
く

(そ

の
た
め
、
不
要
と
も
思
え
る
固
有
名
詞
が
用
例
に
含
ま
れ
た
り
、
前

略

・
後
略

を
示
す

「…
」
も
多
く
見
ら
れ
る
)。
頻
度
を
重
視
し
、

用
例
も

コ
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
頻
度
が
高

い
も
の
を
採
用
。
語
義
配
列

も

(品
詞
横
断
的
に
)
頻
度
順
に
並

べ
る

(品
詞
に
関
わ
ら
ず
よ
く

使
用
す
る
語
義
を
上
位
置
に
配
す
る
)
方
針
を
採
る

(が
記
述
が
長

い
も

の
に
関
し
て
は
、
意
味
や
用
法

・
品
詞
な
ど
に
よ
り
大
区
分
し

て

「メ

ニ
ュ
ー
」
に
示
す
な
ど
、
語
義
に
よ
る
頻
度
順
の
並
び
が
徹

底
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な

い
)。
見
出
し
語
行
右
端

の
◆

は
当
該

語

の
頻
度
ラ
ン
ク
を
示
す

(◆
◆
◆
が
最
高

)。
語
義

の
定
義

に
完

全
文
を
用

い
た

の
も
画
期
的

(現
在
は
、
他

社
も
定
義

に
そ

の
ス

タ
イ
ル
を

一
部
取
り
入
れ
た
た
め
珍

し
く

な
く
な

っ
た
)
。
右
余

白

に
構
文
情
報
を
掲
載
す
る
独
自
路
線
も
健
在

で
あ
る
。
(図
-
参

照
)
最
新
版

は
、
『
コ
リ

ン
ズ

コ
ウ

ビ
ル
ド

英
英
辞
典
』
(C
ollins

O
畠

§

b
眺
き
§
ミ

ト
ミ
ミ

募
肉
蓉

尊
b
ミ
§

・
9

い
チ

。F
b
8
◎

略

=
C
O
B
L
JI
L
D
)
°

一
方

、
『
オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ー

ド

現

代

英

英

辞

典

』
(
O
xf
o
rd
A
d
v
a
n
ced

ト
ミ
ミ
馬凍

b
ミ
馬§
亀
q
㍉

チ

・F
"
N
8

い
)

は
、

学

習

英

英

の

「老

舗

」
で

あ

る

(略

称

○
≧

[
U
)
。

最

新

版

の
冒

頭

に

も

初

版

(
這
斜
s
)
s

l
頁

と
タ
イ
ト
ル

.
編
者
名

(9
慧
ミ
§

§

糺
ト
ミ
ミ
ミ

b
馬ミ
§
"
Q
駄

C
u
r
ren
t
E
n
g
lish
,
A
.
S
°
H

o
rn
b
y
)

を

掲

げ

る

と

こ

ろ

に

伝

統

へ

の

自

　
　
　

負
が
感

じ
ら
れ
る
。

コ
ー
パ
ス
は
'
B
N
C
と

独
自

の
米
語

・
学
習

者
用

コ
ー
パ
ス
を
用

い
る
。
O
O
bd
d
目い
∪

以
外

の
他

の
辞
書

同
様

に
、
品
詞
ご
と
に
語
義
を
提
示
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
記
述

で
、

頻
度

順
に
配
列
す

る
。

ア
ク
セ

ス
の
利
便

性

を
語
義

番
号
前

の

sh
o
rt
cu
ts
と

い
う

「標
識
」
に
よ

っ
て
実
現
す
る
。
複
数

の
語
義

に
共
通
す
る
も
の
に
は

「標
識
」
を
共
有
し

て
つ
け
る
点
は
語
義
の

ま
と
ま
り
を
優
先
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る

(厳
密

に
頻
度
順
に

徹
す
れ
ば
、
そ
う
都
合
よ
く

「同
種
」

の
語
義
が
ま
と
ま

っ
て
順
番

に
並
ぶ
は
ず
は
な
い
)
。
定
義
に
は
、
O
き

a

ωO
OO
と
い
う
三
千
語

の
定
義
語
を
使
う
。
O
O
切
d
Hピ
U

風
の
完
全
文

に
よ
る
定
義

も
散

見
さ
れ
る
が
、
全
体
的
に
は
か
な
り
控
え
目
な
印
象
で
、
伝
統
を
重
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ん

じ

る
意

識

の
現

れ

か

も

し

れ

な

い
。
(
図

2

参

照

)

辞

書

の
色

遣

い

で
も

、

ト

ー

ン
を
抑

え

た

ブ

ル

ー

が

落

ち

着

き

を
感

じ

さ

せ

る
。

囲

み

コ
ラ

ム

で
は
、

シ

ノ

ニ

ム

関

連

の
記

述

が
充

実

し

て

い

る
。

三

〇

年

間

老

舗

○
≧

[
U

の

独

占

状

態

だ

っ
た

学

習

英

英

市

場

に

、

一
九

七

八

年

言

わ

ば

殴

り

込

み
を

か

け

た

の
が

、
『
ロ

ン
グ

マ

ン

現

代

英

英

辞

典
』
(L
o
n
g
m
a
n
D
ictio
n
a
ry
of
C
on
tem
p
ora
ry
E
n
g
lish
)

で

あ

る

(
略

称

L
D
O
C
E
)
°

S
E
U

を

利

用

し

た

文

法

記

述

や

、

二

千

語

の

ロ

ン
グ

マ

ン
定

義

用

語

彙

(L
o
n
g
m
a
n
D
e
fi
n
in
g
V
o
c
a
b
u
-

la
ry
)

を

用

い
簡

単

で

明

瞭

な

定

義

を

目

指

し

た

の

が

特

徴

的

。

最

新

版

は
第

五

版

(L
on
g
m
a
n
D
ictio
n
a
ry
of
C
o
n
te
m
p
o
ra
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E
ng
lish
f
o
r

f
ld
v
a
n
ced
L
ea
r
n
ers,
5
th

ed
°"
2
0
0
9
)
°

n
ー

パ
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C
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L
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C
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u
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N
e
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o
rk
を

使
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(
三
億

九

千
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語

)
。

切
Z
O

の

一
部

を

な

す

話

し

言

葉

コ
ー

パ
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、

英

語
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習
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ピ
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L
e
a
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C
o
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u
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含
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。

基

調

色

の
ブ

ル

ー

も

○
≧
[
U

に

比

べ

て

明

る

め
。

特

に

共
起

・
シ

ソ

ラ

ス
情

報

が

充

実

し

た

各

種

コ

ラ

ム

は

そ

れ

ぞ

れ
枠

が
色

分

け

さ

れ

て

い

る
。

挿

画

・
写

真

と

も

に

フ

ル

カ

ラ

ー

な

の

も

目

を

引

く

。

全

体

的

に

カ

ラ

フ
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で
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だ
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さ
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印
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。
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schooloruniversity:Both重 ゐeboysenteredtheρ 「mメ1∫ わe

entciedpolitks'η7996.lHee醐 轍6肋eC㎞(=becamea

priest)asayoungman.
3阻 』・・邑層:臣穐 ・m畠1[T]tostarttotakepartinanadiv・

ity,orbecomeinvolvedinasituation:Heenteredthe

elect'onostheclearfavoりr.'¢e.口herebe'swerepreparedto

eo蝕r麗go踊 罰3(=startdiscussingsomething).

4回 皿 口8⊃[T]toputinformationintoacomputerby

pressingthekeys:Pressthereturnkeytoenterthe

'巾mo倉'0η.le崩r紬MtosthThenamesareenteredintoa

面e伽se。b⊃mify◎uenteracomputersyst㎝,youare

giv
ent二,胤1鶴 蹴i齢 搬'tw°"'£鵬

図3LDOCE第5版

enterの 記述(冒 頭 部)

top/tDP1⑭/tai)ノ

　IW1111HIGHESTPARTQ7Q[C]thehighestplaceor

parkShewaitedformeatthetopofthestairs.oThere
W師 ε㎏0"thetopsげmarryげthebuildir;gs。oThere

wasapileげbooksontopげ(=on)the励le.Seeals。

cl伽hi翫 嚇mountaintop;.,.,愉etree匙.._

ocomparebo蝋 ・5ummlt20[c]theflatuppersu卜

faceofsomething:Thetopofthetablq/deskwasbadly

scratcんed.cLσrHε5●30[c]anypieceoflightcloth。

ingwornonthepartofthebodyabovethewaist:a

skimpytopoapyjamatopoIneedatoptogowith

ε厩tアvuaers.uo●40[c]theooveror腫dusedto

closeacontainerorpen:ascrew-ontopoabottletop

MO676MPORマ 剛7●5曲 ●坤[S]themo6timpo血 コ1t

positioninagroupororganization:Atforty,hewasat
飾ecopqfゐ ε5profieaaion.OLifeα ε£ゐeεqpisε £アε5電舜4.

1◎v●6[C】aspinningtop【 髄c臥Lε縛rO8蝕 陰tOP5[S]

OLD-FASHIONEDfilebest:You'rethetops,Linda!

図4CALD第3版

topの 記述(名 詞 の本 文部)
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書

き

言

葉

各

々

の

ス

ピ

ー

チ

レ

ベ

ル

を

S

l

～

S

3

、

W

1

～

W

3

の

ラ

ベ

ル

で
示

す

ほ

か

(
そ

れ

ぞ

れ

1
0
0
0
/2
0
0
0
/
3
0
0
0
m
o
st

c
o
m
m
o
n
w
o
rd
s)
、

グ

ラ

フ

に

よ

る

視

覚

的

な

提

示

も

特

徴

的

。
(
図

3
参

照

)

一
九

九

五

年

は

英

英

辞

書

の
歴

史

上

特

筆

す

べ
き

年

で
あ

る
。

先

発

の
三

辞

書

が

○
〉
ピ
U

第

五

版

、
L
D
O
C
E

第

三

版

、
O
O
b6
d
日
ピ
U

第

二
版

を

出

し

、

そ

れ

ま

で
学

習

英

英

に
手

を

出

さ

な

か

っ
た

ケ

ン

ブ

リ

ッ
ジ

が

『
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ

・
イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ
ナ

ル

英

英

辞

典

』

(
C
a
m
b
rid
g
e
I
n
ter
n
a
tio
n
a
l
D
ictio
n
a
ry
of
E
n
g
lish
)

を

英

英

市

場

に
投

入

し

(
略

称

Ω

∪
国
)
、

い

わ

ゆ

る

「
ビ

ッ
グ

4
」

(
子
o
玄
σQ

fo
u
r
)

が
出

揃

っ
た

。

Ω

U
国

は

そ

の
後

『
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ

英

英

辞

典

』

(Q
§

ミ

鳶

寒

亀
ミ
ミ

ト
§
ミ
ミ
W
b
ミ

§

掩
9

ω
a

巴

"゚
2
o
o
s
>

に

継

承

さ

れ

て

い

く

(
略

称

C
A
L
D
)
°

C
A
L
D

は

、

十

億

語

の

C
a
m
b
rid
g
e
In
ter
n
a
tio
n
al
C
o
rp
u
s
に

依

拠

し

て

い

る

。

語

義

配

列

は
頻

度

順

で
、

さ

ら

に

語

義

ご

と

に

、

コ
ー

パ

ス

で

の
出

現

頻

度

に

応

じ

N

w

(E
sse
n
tia
l

"
四

百

回

以

上

)
"

1

(I
m
p
ro
v
er

"
四

百

～

二
百

回

)
、

Q

(A
d
v
a
n
c
e
d

"
二

百

～

百

回

)

の
表

示

を

付

し

て

い

る

の
が
特

徴

的

。

ま

た

、

語

義

へ

の

ア

ク

セ

ス

の
視

認

性

を

高

め

る

た

め

に
、

O
d
H
U
国
ミ
○
男
θ

。゚
と

い

う

「
標

識

」

を

語

義

番

号

前

に

置

い

て

い

る
。
(
図

4

参

照

)

語

義

は
比

較

的

大

括

り

か

つ
頻

度

の



ム
　
　

少

な

い
も

の
を

カ

ッ
ト

す

る

こ

と

で
項

目

数

を
抑

え

て

い

る

。

学

習

者

へ

の

配

慮

は

、

英

語

学

習

者

の

書

い

た

二

千

五

百

万

語

の

C
a
m
b
rid
g
e
L
e
a
rn
e
r
C
o
rp
u
s
に

基

5

に

基

づ

v

C
o
m
m
o
n
m
ista
k
e
と

い

う

コ
ラ

ム

な

ど

に

見

ら

れ

る

。

さ

ら

に

遅

れ

て

二

〇

〇

二

年

、

マ
ク

ミ

ラ

ン

が

二
億

語

の
独

自

コ
ー

パ

K

W

o
rld
E
n
g
li
sh
C
o
rp
u
s
に
基

づ

い

て
、

『
マ
ク

、、、
ラ

ン

英

英

辞

典

』

(M

a
cm
illa
n
E
n
g
lish
D
ictio
n
a
ry
)

を

刊

行

す

る

(
略

称

竃

国
U
)
。

赤

を

基

調

色

と

し

た

目

を

引

く

レ

イ

ア

ウ

ト

。

現

在

第

二
版

。

後

発

の

強

み

か

、

先

発

辞

書

の

よ

い
と

こ

ろ
を

う

ま

く

取

り

入

れ

て

、

そ

つ
な

く

ま

と

ま

っ
て

い
る

。

★

は
当

該

語

の
使

用

頻
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度
ラ
ン
ク
を
示
す

(三

つ
星
が
最
高
)。
大
き
く
は
頻
度
順
に
語
義

を
配
列
す
る
が
、

一
方
で
意
味
的
に
近

い
も

の
は
下
位
区
分
に
ま
と

め
て
記
述
し
て
あ
る
。
語
義

の
定
義
に
は
二
千
五
百
語

の
定
義
用
語

彙
を
使
用
す
る

(ち
ょ
う
ど
、
先
発

の
O
≧
UU
と

L
D
O
C
E
6̀
中

間
)。
多
義
語

の
検
索
性
を
高
め
る
た
め
に

「目
次
」

に
当
た
る
メ

ニ
ュ
ー
を
記
述

の
冒
頭
に
置
く
工
夫
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
。
(図

5
参
照
)
英
語
学
習
者
の
誤
用
例
の
コ
ー
パ

ス
を
活
用
し
た
学
習
者

向
け
の
各
種

コ
ラ
ム
も
豊
富
。
メ
タ
フ
ァ
ー

に
関
す
る

コ
ラ
ム
が
独

自
路
線
。

学
習
英
英

の
い
わ
ゆ
る

「ビ

ッ
グ
4
プ

ラ
ス
ー
」
を
見
渡
す
と
、

い
ず
れ
も
外
国
語
と
し
て
英
語
を
学
習
す
る
人
を
対
象
と
し
た
実
用

重
視
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
大
き
く
捉
え

る
と
、
い
か
に
利
用
者

を
求
め
る
語
義
に
早
く
導
く
か
と
、

い
か
に
利
用
者
が
間
違
う
こ
と

を
未
然
に
防
ぐ
か
、
が
共
有
さ
れ
て
い
る
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
版
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
互

い
に
よ

い
と
こ
ろ
は

吸
収
し
合

い

(囲
み
コ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
付
加
価
値
的
な
情
報
を
提

供
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
か
な
り
出
尽
く
し
た
感
も
あ
る
が
)、
な
お

か
つ
そ
の
中
で
独
自
路
線
を
編
み
出
そ
う
と

い
う
努
力
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
基
本
姿
勢
は
、
英
和
辞
典
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

二

学
習
英
和
辞
典

英語辞書の現状 と今後v

 学
習
者
向
け
の
英
和
辞
典
は
、
学
習
英
英
辞
典

の
成
長
を
見
な
が



ら
育

っ
て
き
た
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
。
学
習
英
英
に
見
ら
れ

る
多
く

の
工
夫
が
、
日
本
の
英
語
学
習
者

(と
い
う
よ
り
も
、
日
本

で
の
英
語

教
育
)
に
合
う
よ
う
に
手
を
加
え
ら
れ
て
取
り
込
ま
れ
て

い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
学
習
英
英
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自

の
工
夫
も
多

数
あ
る
。

代
表
的
な
も
の
を
二
つ
あ
げ
る
と
、
文
法
書
か
と
見
紛
う

ば
か
り

の
語
法
記
述
の
豊
富
さ
と
、
語
義
の
つ
な
が
り
を
記
述
し
よ

う
と
す

る
試
み
で
あ
る
。
辞
書

の
本
命
を
収
録
す
る
語
彙
項
目
の
意

味
を
記

述
す
る
こ
と
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
前
者
は
あ
る
意
味
オ
プ

シ

ョ
ン
的

な
も

の
で
あ
る
の
で
、
主
に
後
者
に
重
点
を
置
い
て
述
べ

て
い
く
。

9

語
義
の
つ
な
が
り
を
記
述
す
る

語
義

の
つ
な
が
り
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、

一
九
八
〇
年

代
か
ら
脈

々
と
続

い
て
い
る
。
初

め
て
語
義

の
つ
な
が
り
を
図
式
で

表
示
し
た

の
は

『
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
英
和
辞
典
』

(研
究
社
、

一
九
八

四
年
、

第
五
版

"
二
〇
〇
七
年
)

の

「語
義
の
展
開
」
で
、

「意
味

の
発
達

と
分
化
を
図
式
的
に
」
矢
印
を
使

っ
た
流
れ
図
で
提
示
す
る

(図
6
)。

た
だ
し
、
意
味
に
主
た
る

「本
義
」
と
そ
こ
か
ら
派
生
し

た

「分

義
」
を
認
定
す
る
と
い
う
考
え
方

は
、
『グ

ロ
ー
バ
ル
英
和

辞
典
』

(三
省
堂
、

一
九
八
三
年
)
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
方
針
を

引
き
継

い
で
チ
ャ
ー
ト
化
し
た
の
が

「意
味
の
窓
」

(『
ニ
ュ
ー
セ
ン

チ

ュ
リ
ー
英
和
辞
典
』

一
九
八
七
年
)

で
、
「中
心
的
意
味
」
か
ら

「似
た
よ
う
な
意
味

で
ま
と
め
」
た
各
グ
ル
ー
プ

へ
の
意
味
の

「派

ぎ「air"臨18等欝 國(圃 ㎞;圃 肱
一 昭(f8i閃r'鮪)mトm';tロ 悔8t'鰍a)耐 の

声

二

湖

㈲
㎜
織

ヒ

ロ

の
　
ほ
ゴ

蹴難
㎜撚

は
　

　

　

蘇
ゴ
L

『ライ トハ ウス英和辞 典 』第5版

「語義 の展 開」

図6

1fair廓/featノ 圃(陶 ・er,N・eet)

一「襲し
い」《① ∬厘養.こ れから天候について「嫡茨の」(4》,

皮膚について「e白 のJ(5),ホ ・名芦などにつ{1て「汚れの

ない」(7)の鰍 に発展 した.今 日では「公明旺大な」(1)

の意旅で最もよく用いられる,'fairの 「品評会,見 本市」

は「癖り」が」■【義で,feastと 同屠楓.

『ア ンカー コズ ミカ英 和辞 典 』

「プロ フ ィール」

図7『Eゲ イ ト英和辞 典 』

「コア」

図8

夏48



生
関
係

」
を
罫
線

で
つ
な

い
で
提
示
す
る
。
そ
の
後
、
『
ス
ー
パ
ー

ア
ン
カ
ー
英
和
辞
典
』

(学
習
研
究
社
、

一
九
九
七
年
)
の

「プ

ロ

フ
ィ
ー

ル
」
(最
新

の

『
ア
ン
カ
ー

コ
ズ
ミ
カ
英
和
辞
典
』
二
〇
〇

七
年
に
継
承
)
で
は
、
歴
史
的
な

「原
義
」
や
展
開

の
中
心
と
な
る

「基
本
義
」
を
出
発
点
と
し
、
語
義

の
関
連
性
が
説
明
文

の
形
で
与

え
ら
れ

る

(図
7
)。
『
E
ゲ
イ
ト
英
和
辞
典
』

(
ベ
ネ

ッ
セ

コ
ー
ポ

レ
ー
シ

ョ
ン
、

二
〇
〇
三
年
)

は

「
コ
ア
」
と
い
う
包
括
的
な

ス

キ
ー

マ
を
中
核

に
据
え

て
全
体
像
を
ま
と
め
る
工
夫
を
行
う

(図

8
)
。
そ
し
て
、
『ジ
ー

ニ
ア
ス
英
和
辞
典
』
が
第
四
版

(大
修
館
書

店
、
二
〇
〇
六
年
)
か
ら
採
用
し
た

「語
義
展
開
図
」
は
、

こ
れ
ら

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
約
し
た
よ
う
な
形
と
な

っ
て
い
る

(図
9
)。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
試
み
も
、

つ
な
が
り
を
何
に
基
づ

織

勤
羅

㎜鐙

愚
畿

罐麟
.『ジーニ ア ス英和 辞典 』第4版

「語 義展 開図 」

図9

い
て
認
定
す
る
の
か
と
い
う
基
準
が
明
確
で
な
い
と
、
ま
た
そ
の
つ

な
が
り
が
ど
う
い
う
つ
な
が
り
で
あ
る
の
か
が
き
ち
ん
と
同
定
さ
れ

て
い
な
い
と
、
あ
る
意
味

で
場
当
た
り
的
な

一
貫
性
を
も
た
な
い
も

の
に
な
り
か
ね
な

い
。

こ
れ
は
、
そ
の
つ
な
が
り
の

「出
発
点
」
に

あ
た
る
語
義
を
定
め
る
場
合
に
も
、
語
義

の
ま
と
ま
り
を
考
え
る
場

合
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ロ

コ
ー
パ
ス
の
利
用

一
方

で
、
O
O
切
d
H日
U

の
登
場
以
来
、

一
九
九
〇
年
代
以
降

は

特
に
、
盛
ん
に
コ
ー
パ
ス
利
用
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

今
で
は
、
ど
の
辞
書
も
何
ら
か
の
形
で
コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
て
辞
書

編
纂
を
行

っ
て
い
る
が
、
中
で
も
そ
の
成
果
を
全
面
に
打
ち
出
し
て

い
る
の
が

『ウ
ィ
ズ
ダ

ム
英
和
辞
典
』

(三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
、

第
二
版

"
二
〇
〇
七
年
)
、
『
ユ
ー
ス
プ

ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
英
和
辞
典
』

(小
学
館
、
二
〇
〇
四
年
)、
『
ロ
ン
グ

マ
ン
英
和
辞
典
』

(ピ
ア
ソ

ン

・
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
六
年
)

で
あ
る
。

コ
ー
パ
ス
利
用
と
い
う
点
で
は
、
実
は

『
ロ
イ
ヤ
ル
英
和
辞
典
』

(旺
文
社
、

一
九
九
〇
年
)
が
最
初

で
、

一
九
七
二
年
か
ら
、
英
米

の
出
版
物
か
ら
七
十
万
語

の
独
自

コ
ー
パ
ス
を
構
築
し
、
補
助
資
料

と
し
て
カ
ー
ド
採
録
の
五
万
用
例
も
活
用
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
刊
行

ま
で
に
十
五
余
年
か
か
っ
た
も
の
の
、

一
九
九
八
年
に
新
装
版
が
出

た
の
ち
、
そ
の
ま
ま
絶
版
と
な
る
。
現
在

の
コ
ー
パ
ス
規
模
か
ら
す

る
と
、
非
常
に
貧
弱
に
見
え
る
が
、
当
時

の
環
境
を
考
え
る
と

「時

英語辞書の現状 と今後149
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代
の
最
先

端
」
的
な
辞
書
だ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

コ
ー
パ

ス
を
利
用
し
た
成
果
が
そ
う
表
立

っ
て
い
な
い
の
も
当
時
の

「時
代
」

ゆ
え
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
格

的
な

コ
ー
パ
ス
利
用

の
辞
書
は
、
『
ウ
ィ
ズ
ダ

ム
』
が
先
陣

を
切
る
。

日
本
人

の
英
語
学
習
に
特
化
し
た
数
千
万
語
規
模

の
独
自

コ
ー
パ

ス

(三
省
堂

コ
ー
パ
ス
)
を
構
築
し
て
利
用
。
語
義
を

「原

則
と
し

て
」
頻
度
順
に
並
べ
る
、
用
例

・
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用

す
る
、

「
コ
ー
パ
ス
頻
度
ラ
ン
ク
」
(図
10
)
や

「
コ
ー
パ
ス
の
窓
」

な
ど
の
各

種

コ
ラ
ム
に
、

コ
ー
パ
ス
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
。

『
ユ
ー

ス
プ

ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
』
は
、
B
N
C
と
二
千
万
語
の
米
英
語

の
独
自

コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
て
い
る
。
特

に
団
Z
O
か
ら
得
ら
れ
る

頻
度
情
報
を
視
覚
的
な
グ

ラ
フ
形
式

で

「
コ
ー
パ
ス
パ
ネ
ル
」
(図

H
)
と
し
て
提
示
す
る
。
語
義
配
列
は
、
同

じ
く

「原
則
と
し
て
」

頻
度
順
。

『
ロ
ン
グ

マ
ン
』
は
、
n
atural
E
n
gli
sh
と
自
然
な
日
本
語
を
目
指

す
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
前
者

の
た
め

に
、

ロ
ン
グ

マ
ン
系

の

辞
書
が
依
拠
す
る
三
億
語

の
ロ
ン
グ

マ
ン
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
て
用

例
を
吟
味
し
、
ま
た
、
学
習
者

コ
ー
パ
ス
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
日
本
人
学
習
者

の
英
語
を
も
と
に
誤
用
例
や
注
記
を
加
え
て
い

る
。
後
者
の
た
め
に
は
、
国
立
国
語
研
究
所
な
ど
と
共
同
開
発
し
た

現
代
日
本
語

コ
ー
パ
ス
を
使

い
、
語
義

・
訳
文
な
ど
に
活
か
し
て
い

る
。
語
義
は

(大
き
く
は
)
頻
度
順
配
列
で
あ
る
が
、
自
動
詞
と
他

動
詞
に
関
し
て
は
、
例
え
ぼ
、
動
詞

bre
ak
C̀
語
義
1
を

「1
司
…

を
壊
す

切
壊
れ
る
」
の
よ
う
に

一
体
化
し
て
記
述
す
る
と
い
う
、

ム　
　

意

味

の
ま

と

ま

り

を
重

視

し

た

方

針

を

採

る
。

全

体

的

な
ブ

ル

ー

と

ピ

ン
ク

の
色

遣

い
や

フ

ル

カ

ラ

ー

の
使

用

な

ど

は

L
D
O
C
E

に
倣

っ

た

感

が

強

い

が
、

「最

も

役

に

立

つ
」

訳

を

ピ

ン
ク

色

に

し

て

い

る

と

こ
ろ

、

語

義

へ

の

ア

ク

セ

ス
性

を
高

め

る

た

め

に

(
「
本

家

」

の

sig
n
p
o
sts
で

は

な

く

竃

国
∪

風

の
)

メ

ニ

ュ
ー

表

示

を

ピ

ン
ク

の
囲

み

で

冒

頭

に

置

く

と

こ

ろ

な

ど

が

、

「
本

家

」

と

は

異

な

っ
て

い

る

(
こ

の

せ

い

で
、

全

体

的

に

ピ

ン

ク

が

目

立

つ
印

象

に
仕

上

が

っ
て

い

る

)
。

ス

ピ

ー

チ

レ

ベ

ル

を

示

す

L
D
O
C
E

6

S

l

～

S

3

、

W

I

～

W

3

の

ほ

か
、

大

学

英

語

教

育

学

会

基

本

語

リ

ス

ト

(JA
C
E
T
8
0
0
0
)

に

基

づ

く

J

I
～

J

8

の

ラ

ベ

ル

を

付

す

の

も

特

　go
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徴

の

ひ

と

つ
。
(
図

12
参

照

)

日

こ
の
両
者
が
出
会
う
と
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語
義
配
列
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
の
は
、
実
は
辞
書
編
纂
上
で

根
幹
を
な
す
思
想
部
分
で
あ
る
。
学
習
者

の
検
索
の
利
便
性
を
謳
う

頻
度
順

配
列
は
、

一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

に
は
万
能

で
は
な

い
。
例
え
ば
、
多
く
の
英
英
辞
典
に
は
、
頻
度
順
配
列
を
宣
言
し
な

が
ら
も
、
そ
こ
ご
こ
に
意
味

の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
た
と
思
し
き
記

述
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
英
和
辞
典
で
は
、
頻
度
順
配
列
は
あ

く
ま
で
も

「原
則
」
で
あ
る
と
明
言
し
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
場

合
も
あ
る

し
、
下
位
で
は
大
き
な
頻
度
差
が
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と

を
正
当

に
認
め
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

ユ
ー

ザ
が
自
分

の
用
途

に
応
じ
て
頻
度

順
配
列

(
の
辞
書
)
を
利
用
す
る

こ
と

は
意

味

の
あ

る
こ
と

で
あ

る
。
し
か

し
な
が
ら
、

一
方

で
語

義

の
つ
な

が
り

・
ま
と
ま
り
を
記

述
し
よ
う
と
試
み
る
辞
書
が
、
頻

度
順
配
列

を
採
用
す
る
と
、
ま
さ

し
く
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
事

態
を
来
し

て
し
ま
う
。
e

で
引
用

し
た
図
6
～
図
9
の
コ
ラ
ム
の
多

く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
頻
度
順
に
並
べ
る
本
文

の
語
義
記
述
の

順
番
と
、
意
味

の
つ
な
が
り
の
順
番
と
が

一
致
し
な

い
ー

す
な
わ

ち
、
本
文

の
頻
度
順
を
優
先
す
れ
ば
、
当
然

コ
ラ
ム
で
は
そ
の
順
が

乱
れ
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
不

一
致
を
如
実

に
示
し

て

い
る

の
が

『
グ
ラ

ン
ド

セ

ン
チ

ュ
リ

ー
英
和
辞
典
』

(『
ニ
ュ
ー
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
』
が
改
訂

・
改
称

)
の
初
版

(
二
〇
〇
〇

年
)
と
第

二
版

(二
〇
〇
五
年
)

の

「意
味

の
窓
」
で
あ

る

(図

13
)。
連
番
が
乱
れ
る
こ
と
で
、
実

に
見
づ

ら
く
、
か

つ
メ

ニ
ュ
ー

と
し
て
の
役
目
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
う
な
る
と
、

ユ
ー
ザ
と
し
て
は
、

コ
ラ
ム

は
コ
ラ
ム
、
本
文
は
本

文
と
、
読
み
分
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な

る
。
頻
度
順
配
列
は
、

英語辞書の現状 と今後ISI
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語
義

の
つ
な
が
り
を
示

そ
う
と
す
る
せ
っ
か
く
の
努
力
と
は
相
容
れ

な
い
の
で
あ
る
。

コ
ー
パ
ス
に
よ
る
成
果
も
活
用
し
な
が
ら
、
意
味
の
つ
な
が
り

・

ま
と
ま
り
を
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
?

い
や
、
実
現
で

き
る
、
と

い
う
の
が
私

の
理
想

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
英
語
辞
書

ー

理
想
の
英
語
辞
書

e

意
味
の
つ
な
が
り
と
ま
と
ま
り
を
記
述
す
る

辞

書

の
使

命

が

、

収

録

す

る

語

彙

項

目

の

ひ

と

つ

ひ
と

つ

の
語

義

で

は

な

く

、

(
そ

れ

ら

を

す

べ

て

併

せ
持

っ
た

)

意

味

の
全

体

像

を

提

示

す

る

こ
と

な

ら

ば

、

配

列

は

頻

度

順

に
従

う

よ

り

も

、

語

義

同

士

の

つ
な

が

り

と

ま

と

ま

り

と

が

わ

か

る

方

針

が
有

用

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

そ

の

点

で
、

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

が

、

N
ew

O
xf
o
rd
D
ictio
n
a
ry

of
E
ng
lish

(
一
九

九

八

年

、

略

称

Z
O
U
国
)

に

お

い

て
、

歴

史

順

の

語

義

配

列

を

取

る
自

社

の
由

緒

あ

K
a
O
xf
o
rd
E
n
g
lish
D
iction
a
ry

(O
E
D
)
、

ま

た
頻

度

順

配

列

が

実

質

標

準

の
学

習

英

英

辞

書

に
対

し

て

、

共

時

的

な

意

味

の

つ
な

が

り

と

ま

と

ま

り

と

を

記

述

す

る

と

ムリ

　

い

う
新

し

い
方

針

を

打

ち

出

し

た

の

は

画

期

的

と

も

言

え

る

。

基

本

的

に

は

、

意

味

を

、

核

と

な

る

コ
ア

セ

ン

K

(c
o
re
se
n
se
)

と

そ

れ

に

関

連

す

る

サ

ブ

セ

ン

ス

(s
u
b
se
n
s
e
)

と

か

ら

な

る

構

造

と

捉

え

、

そ

の

関

連

を

コ

ア

セ

ン

ス

の

㈲

比

喩

的

拡

張

(fi
g
u
r
a
tiv
e

e
x
te
n
sio
n
)
、

㈲

特

殊

化

事

例

(sp
e
c
ia
li
z
e
d
c
as
e
)
、

そ

し

て
㈲

そ

の

他

の

三

つ
に

分

類

す

る

。

方

向

性

は
非

常

に

共

感

で

き

る

が

、

コ

ア

セ

ン

ス

同
士

の
関

係

が

あ

ま

り

意

識

さ

れ

て

い
な

い
点

と

、

語

義

の

関

連

性

の
分

類

が

か

な

り

大

雑

把

で
あ

る

と

こ

ろ

に
、

つ
な

が

り

と
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ま
と
ま
り

の
記
述

に
徹
し
き
れ

て
い
な
い
感
が
残
る
。

認
知
的

な
観
点
か
ら
積
み
重

ね
ら
れ
て
き
た
特

に
多
義
語
研
究
の

成
果
を
踏

ま
え
る
と
、
㈲
は
類
似
関
係

に
基
づ
く
メ
タ

フ
ァ
ー
に
相

当
す
る
。

㈲
は

一
般
が
特
殊
化
し
た
パ
タ

ン
だ
が
、
我
々
の
精
神
作

用
と
し
て
は
、
当
然
そ
の
逆
、
す
な
わ
ち
、
特
定
種
が

一
般
化
す
る

方
向
も
あ
る
。

こ
の
両
者
を
含
め
て
、
包
摂
関
係
に
基
づ
く
シ
ネ
ク

ド
キ
で
あ
る
。
㈲
が
言
わ
ば

「寄
せ
集
め
」
的
に
な

っ
て
い
る
の
が

こ
の
辞
書

の
語
義
関
係
の
分
類
に
お
け
る
最
大

の
難
点
だ
が
、
上
述

の

一
般
化

を
切
り
分
け
れ
ば
、
残
り
は

「雑
多
」

で
は
な
く
、
多
様

な
隣
接
関

係
に
基
づ
く
メ
ト

ニ
ミ
ー
に
収
束
す
る
。

こ
の
三

つ
の
精
神
作
用
に
整
理
し
直
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
語
義
間

の
関
係
は
、

コ
ア
セ
ン
ス

・
サ
ブ
セ
ン
ス
間
の
み
な
ら
ず
、

コ
ア
セ

ン
ス
間
も
き
ち
ん
と
同
定
が
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
枠
組
み

に
よ
り

「
つ
な
が
り
」
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
明
確
な
基
準

を
も

っ
て
、
「
ひ
と

つ
の
語
義
」
を
決
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
従

来
、
や
や
も
す
る
と
長
年

の
勘
と
経
験
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
き
た
語

義
分
け
の
問
題
も

一
気
に
解
消
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
枠

組
み
に
従
え
ば
、
自
ず
と

「出
発
点
」
と
な
る
語
義
も
、
そ
の
中
で

位
置
づ
け

が
決
定
で
き
る
。

瀬
戸

賢

一
編

『
英
語
多
義
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
辞
典
』
(
二
〇
〇
七

年
)
は
、

メ
タ
フ
ァ
ー

・
メ
ト

ニ
ミ
ー

・
シ
ネ
ク
ド
キ
の
三

つ
を
語

義
分
け

・
配
列

の
基
準
と
し
、
「中
心
義
」
か
ら
語
義
の

つ
な
が
り

と
ま
と
ま

り
を
最
重
要
視
し
た
多
義
構
造

の
記
述
を
実
践
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
動
詞
の
自
他
を

一
体
に
記
述
す
る
、
さ

ら
に
は
、
品
詞

の
壁
も
取
り
払
い

一
体
化
し

て
記
述
す
る
、
と

い
う

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
手
法
を
取
る
。
(学
習
)
辞
書

の
検
索
性
を
考

え
れ

ば
、
品
詞
が
記
述
に
埋
没
し
て
し
ま
う
の
は
得
策
で
は
な
か
ろ
う
。

し
か
し
、
語
義

の
広
が
り
の
観
点
か
ら
、

こ
の
枠
組
み
で
、
認
知
的

な
語
義
展
開

の
出
発
点
と
な
る
語
義
の
品
詞
を
筆
頭
品
詞

(以
下
、

同
じ
く
展
開
に
応
じ
て
第

二
、
第
三
品
詞
…
…
)
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
複
数
品
詞
に
わ
た
る
語
彙
項
目

の
品
詞
の
配
列
も
、
そ
し
て
、
各
々
の
品
詞
内
の
語
義

の
配
列
も
、

い
ず
れ
も
同
じ
基
準
に
の
っ
と

っ
て
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
、
と

期
待
で
き
る
。

ロ

コ
ー
パ
ス
の
頻
度
情
報
を
ど
う
活
か
す
か

こ
れ
ま

で
の
議
論

の
通
り
、
語
義
配
列
に
頻
度
順
を
採
用
す
る
こ

と
は
、
意
味

の
ま
と
ま
り
を
損
な
う
原
因
に
な
り
う
る
。
そ
の
場
そ

の
場
で
の
語
義

(特
に
上
位
に
配
置
さ
れ
て

い
る
も
の
)
の
探
索
に

は
適
し
て
い
て
も
、
決
し
て
意
味

の
全
体
像

は
見
え
て
こ
な
い
。

一
方
で
、
辞
書
の
記
述
に
お
い
て
、
頻
度

が
極
め
て
有
用
な
場
合

も
多
々
あ
る
。

コ
ー
パ
ス
利
用

の
最
大
の
利
点
は
、
形
あ
る
も
の
に

は
強
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
字
列

や
指
定
タ
グ
と
の

一
致

を
瞬
時
に
検
索

で
き
、
そ
れ
を
統
計
処
理
で
き
る
。
例
え
ば
、
語
句

の
使
用
頻
度

は
、
単
な
る
ラ
ン
ク
づ
け
だ
け

で
は
な
く
、
辞
書
に
収

録
す
べ
き
か
す
べ
き
で
な

い
か
と
い
う
線
引

き
を
極
め
て
客
観
的
に
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決
定

で
き
る
。
ま
た
、
構
文
パ
タ
ン
や
連
語
関
係
な
ど
の
コ
ロ
ケ
ー

シ

ョ
ン

の
特
徴

・
傾
向
を
知
る
の
に
も
有
益
な
手
段

で
あ
る
。

ス

ピ
ー
チ

レ
ベ
ル
に
よ

っ
て
ど
の
構
文
が
よ
り
選
択
さ
れ
る
か
や
、
あ

る
単
語

に
ど
の
単
語
が
ど
の
程
度
共
起
す
る
か

(さ
ら
に
特
定
し
て

言
え
ば

、
動
詞

の
主
語

・
目
的
語

に
ど
う

い
う
名
詞
が
共
起
す
る

か
、
形
容
詞
と
共
起
す
る
名
詞
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
な
ど
の
選
択

制
限
)
と

い
う
情
報
は
、

コ
ー
パ
ス
に
よ
っ
て
よ
り
信
頼

で
き
る
も

の
が
提
示

で
き
る
。

用
例

力
ー
ド
時
代

の
負

の
遺
産
を
捨

て
る
の
に
も
役
立

つ
だ
ろ

う
。
実
際
、
た
ま
た
ま
出
会

っ
た
珍
し

い
使
用
例
を
採
用
し
た

(も

の
が
延
々
と
版
を
重
ね
て
も
残
り
続
け
て
い
る
)
場
合
が
散
見
さ
れ

rCa°
G
o
og
le
で
検
索
す
る
と
、
辞
書

に
し
か

「使
用
例
」
が
な

い

(し
か
も
、
面
白

い
こ
と
に
、
例
え
ば
、
日
本

の
英
和
辞
典
と
い
く

つ
か
の
別

の
言
語
の
二
か
国
語
辞
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
し
か
そ
の
例

が

ヒ

ッ
ト
し
な

い
)
、
と

い
う
こ
と
も
稀

で
は
な

い
。
用
例

に
せ

よ
、
語
義

に
せ
よ
、

コ
ー
パ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
思
い
切

っ
た
削

除
が
可
能
だ
し
、
ま
た
そ
れ
が
必
要
で
も
あ
る
。

最

後

に

辞
書
は
、
収
録
語
数

の
多
さ
を
競

っ
て
は
な
ら
な
い
。
派
生
語
や

新
語
、

固
有
名
詞
な
ど
を
採
用
す
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
語
数

は
増
え

る
。
し
か
し
、
決
し
て
何

で
も
取
り
込
め
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は

な

い
。
辞
書
に
収
録
す
る
た
め
に
は
、

一
定

の
使
用
頻
度

に
よ
る
採

否

の
判
断
基
準
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
は

コ
ー
パ
ス
で
あ
る
。

辞
書

は
、
語
義
数
の
多
さ
を
競

っ
て
は
な
ら
な
い
。
細
か
く
分
け

れ
ば
分
け
る
ほ
ど

「精
緻
な
分
析
」
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
思
う

の

は
錯
覚

で
あ
る
。
語
義
分
け
に
は
、
編
者

の
長
年
の
勘
や
経
験
に
頼

る

(と
版
が
変
わ
れ
ば
語
義
分
け
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
稀
で
は

な

い
)

の
で
は
な
く
、

一
貫
し
た
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
分
け
る
べ

き
は
き
ち
ん
と
理
由
が
あ

っ
て
分
け
、
ま
と
め
る
べ
き
は
同
じ
く
理

由
が
あ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
認
知
的
な

枠
組
み
が
有
効
で
あ
る
。

辞
書
は
、
意
味
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。
意
味
は
、
語
義
が

つ
な

が
る
こ
と
で
、
ひ
と

つ
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
。
語
義
は
決
し

て
ば
ら
ば
ら
な
の
で
は
な
い
。
有
機
的
な
関
連
性
を
含
め
た
全
体
像

を
示
す

こ
と
が
必
要
か

つ
重
要
で
あ
る
。
関
連
性

の
同
定
に
も
、
認

知
的
な
枠
組

み
は
有
用
な
道
具
立
て
と
な
る
。

辞
書
は
、
鑑
で
あ
り
鏡
で
あ
る
。
用
例
は
、
規
範
的
で
も
あ
り
ま

た
現
実

の
使
用
実
態
を
反
映
す
べ
き

で
あ
る
。
正
し
く
よ
り
よ
く
使

わ
れ
る
も
の
を
採
用
し
、
使
わ
れ
な

い
も
の
は
排
除
す
る
。
当
た
り

前
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
ま
で
は
そ
う
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な

い
。

こ
の
選
別
に
は

コ
ー
パ
ス
が
威
力
を
発
揮
す
る
。

要
は
適
材
適
所
。

こ
れ
が
よ
い
辞
書
を
作

り
上
げ
る
。
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注〈
1
>

(設
計

さ

れ

た

)
最

古

の

コ
ー
パ

ス
と

い
う
意

味

で

は
、

一
九

五
九
年

に
開

始

さ
れ

た

S
E
U

(S
u
rv
ey
o
f
E
n
g
li
sh
U
sag
e
C
o
rp
u
s)

計
画

に
よ

る
も

の

で
あ

ろ
う

。

こ
ち
ら

は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
を
使

わ

な

い
手
作
業

に
よ

る
カ

ー
ド

式

の

「
コ
ー
パ

ス
」

で
、

イ
ギ

リ

ス
英

語

の
話
し
言

葉
百

万

語
、

書

き

言
葉

百
万
語

か

ら
な

る
。

〈
2
>

散
文

の
文
字

言

語

を

一
五

ジ

ャ

ン
ル
か
ら

二
千
語

の
テ
キ

ス
ト

で
五

百
集

め
た

ア

メ
リ

カ
英

語
書

き

言
葉
百

万
語

の

コ
ー

パ

ス
。

同

じ

方

針

で
構

築

さ

れ

た

イ

ギ

リ

ス
英

語

百

万

語

の

コ
ー

パ

ス
が

L
O
B
(L
an
ca
ster
O
slo
/B
e
rg
e
n
)
f1
ー

パ
ス

(
一
九
七

〇
年
着

手

)
。

〈
3
>

一
九

八
〇
年

に
イ
ギ

リ

ス

・
バ
ー

ミ

ン
ガ

ム
大
学

と

コ
リ

ン
ズ

社

(
現

バ
ー
°'
--
n
リ

ン
ズ
社

)
が
合
弁

事
業

と

し

て
始

め

た

コ
ウ
ビ

ル
'1-
(C
O
B
U
I
L
D
:
C
o
ll
in
s
B
irm
in
g
h
am

U
n
iv
ersity
I
n
tern
a
tio
n
a
l

L
an
g
u
ag
e
D
ata
b
a
se
)
計

画

に
よ
り

、
書

き
言
葉

六
百

万
語

と
話

し

言

葉

百

三
十

万

語

か

ら

な

る

七

百

三

十

万

語

コ
ー

パ

ス

を

構

築

(M
a
in
C
o
rp
u
s)
、

一
九

八

二

年

か

ら

千

三

百

万

語

の

寄

ω。
ミ
。

C
o
rp
u
s
に
よ

り
補

完

。

さ

ら

に
整

備

が

進

め

ら
れ

、

一
九

九

〇

年

以

降

コ
ー
パ

ス

の
名

称

を

B
a
n
k
o
f
E
n
g
li
sh
に
変
更

。

〈
4
>

オ

ッ
ク

ス
フ
ォ

ー
ド
大

学
出

版

局
、

ロ
ン
グ

マ
ン
社
、

オ

ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
、

大
英

図

書
館

な

ど
が
中

心

と
な

る

コ

ン
ソ
ー

シ

ア
ム

に
よ

っ
て
構
築

・
管

理

さ

れ

て

い
る
。

一
九

九

一
年
着

手

、

一

九

九

四
年

完
成

。
書

き

言
葉

九
千

万
語

、
話

し
言
葉

一
千

万
語

か
ら

構

成

さ
れ

る
。

〈
5
>

こ

の

コ
ー
パ

ス
に

つ

い
て
は
注

〈
3
>
参

照
。

〈
6
>

さ

ら

に
遡

る

と

A

・
S

・
ホ

ー

ン
ビ

ー

の

『
新

英

英

大

辞

典

』

(Id
iom
a
tic
a
n
d
Sy
n
ta
ctic
E
n
g
lish
D
iction
a
ry
,
1
9
4
2
,
開
拓

社

)

が
端

緒

。
学

習
英

英

の

ル
ー

ツ
が

日
本

に
あ

る

と

い
う

の
も
面

白

い
。

〈
7
)

S
E
U

に

つ
い

て
は
注

〈
1
>
参

照
。

〈
8
>

例

え
ば
、

動

　a
h
av
e
を

比

べ
る

と
、
○
≧
じU

第

七
版

が

三
三

項

目

、
L
D
O
C
E
第

五
版

が

(S
p
o
k
e
n
P
h
ra
se
s
を

含

ま
ず

に
)

三

二
項

目

(含

む
と

四

四
項

目

)

な

の
に
対

し

N
、
C
A
L
D

第

三

版

は

一
二
項
目

。

〈
9
>

自

動
詞

と
他
動

詞

を

一
体

化

し

た
記
述

は
、

英
英

で
は
ご

く

一

般

的

だ
が
、

英
和
辞

典

で
は
、

こ
れ

が
初

め

て

の
採

用
。

つ
な

が
り

と

い
う
意
味

で
は
、
前

出

の

『
ロ
イ

ヤ

ル
』

が
自

動

詞
と
他

動

詞

の

語

義
番

号

を
連
番

で
振

っ
て

い
た

の
は

ユ
ニ
ー
ク
。

〈
10
>

第

二
版

で
は

Z
。
≦
が

な
く

な
り

、
O
慧

遥
b
馬ミ
§
喬
q

馬

嘆

&

(2
0
0
5
°
略

称

O
】)
国
)
と

改

称

。
同
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